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メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）によって実施された平成 15年度基礎試錐「東海沖～熊野
灘」において、東海沖で採取された砂層孔隙充填型天然ガスハイドレートおよび熊野灘の泥層から採取された塊状天然ガ
スハイドレートに X 線回折（XRD）法および 13C NMR法を適用し結晶構造およびそれらの水和数の決定を試みた。さ
らに、各試料の分解ガス組成を TCD型ガスクロマトグラフで測定した。
ガスハイドレートの結晶構造は包接されるガスの種類やガス組成によって異なることが知られている。結晶構造や包

接成分はガスハイドレートのガス包蔵性を評価する上で重要であるため、これらを明らかにすることは資源量を評価す
る上で重要である。
東海沖で採取された砂層孔隙充填型ハイドレートおよび熊野灘で採取された塊状ハイドレート試料のXRDパターンを

測定したところ、いずれも I型ハイドレート結晶による回折ピークが観測された。熊野灘で採取された塊状ハイドレート
試料については 13C NMRスペクトルの観測に成功し、I 型ハイドレート結晶中に包接されたメタンによるシグナルが検
出された。他の炭化水素成分に起因するシグナルは認められなかった。13C NMRスペクトルと統計熱力学モデルにより
算出される水和数は 6.2であった。分解ガス組成測定から、両試料とも包接炭化水素成分の 99.9%以上がメタンであり、
極微量のエタンが含まれることがわかった。
本研究は、メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）業務の一部として実施されている。


